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お く や み

　

毎
日
、
暑
い

日
が
続
き
夏
も

近
い
な
と
思
う

今
日
こ
の
頃
、
組
合
員
の
皆
様
は

体
調
を
崩
さ
れ
た
り
し
て
は
い
ま

せ
ん
か
？　

早
期
米
も
緑
か
ら
黄

金
色
へ
と
稲
穂
の
い
ろ
づ
き
も
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
早
い
地
区

で
は
、
稲
刈
り
の
準
備
の
お
話
も

ち
ら
ほ
ら
。
疲
れ
た
か
ら
と
ゆ
っ

く
り
は
で
き
な
い
と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　

先
日
、
魚
の
煮
付
け
定
食
を
食

べ
た
時
の
こ
と
で
す
。
「
骨
が
多

い
か
ら
気
を
つ
け
て
」
と
言
わ
れ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
早
食
い
し
て

喉
に
骨
が
。
す
ぐ
に
取
れ
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
・

三
日
し
て
も
痛
く
な
る
ば
か
り
。

恥
ず
か
し
い
け
ど
病
院
へ
行
く
こ

と
に
。
鼻
か
ら
カ
メ
ラ
を
入
れ
ら

れ（
初
体
験
）痛
か
っ
た
で
す
。
二・

五
㎝
を
超
え
る
骨
が
取
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
よ

う
と
思
い
ま
す
。

 

（
タ
ニ
）

■組合員異動状況

正

准

正
（前期末比）

准
（前期末比）

地　区

項　目

合
　
計

五
和
東

五
和
西

本
渡
北

本
渡
南

本
渡
西

本
渡
東

平成21年6月末現在　（単位：人）

平成21年
3月末

平成21年
6月末

795

193

794

－1

196

3

1,201

400

1,202

1

403

3

374

813

376

2

815

2

841

439

844

3

445

6

739

588

736

－3

587

－1

594

298

598

4

297

－1

4,544

2,731

4,550

6

2,743

12

平成21年7月18日発行

8
月
17
日
（月）  

定
休
日 

8

天草市瀬戸町1-1

華麗に咲く蓮の花（五和町・城河原）

ユニバーサル・スタジオ・
　　ジャパンへの旅 3日間

歴史ロマン直江兼続

●お申し込み締切日  平成21年7月31日（金）

●旅行代金 小学生19,800円 中学生
以　上23,800円

●出 発 日　平成21年8月19日㈬・8月20日㈭・8月21日㈮

◆募 集 人 員／各45名（最少催行人員／35名）
◆食　　　事／朝食2回・昼食なし・夕食1回
◆添　乗　員／同行し旅程管理業務を行います

◆募 集 人 員／40名（最少催行人員／30名）
◆食　　　事／朝食2回・昼食３回・夕食1回
◆添　乗　員／同行し旅程管理業務を行います
◆利用航空会社／日本航空または全日空

1日目

2日目

JA（午後発）　　　門司IC　　　新門司港　　　　船中（泊）

　　　　神戸港　　　ユニバーサル・スタジオ・ジャパン　　　　
神戸港　　　　船中（泊）

●スケジュール 食事

夕
朝

朝3日目 　　　　新門司港　　　門司IC　　　天草市内（午前着）

夏休みファミリー
企画
阪九フェリーで行く

お申込金　6,000円（旅行代金に充当します）

お申込金　
　２０,000円

●お申し込み締切日  平成21年7月21日（火）

●旅行代金 お一人様82,000円
●出 発 日　平成21年9月8日（火）

9/8（火）

9/9（水）

天草管内　　　阿蘇くまもと空港　　　羽田空港　　　湯沢ＩＣ
雲洞庵　　　六日市温泉(泊)
ホテル　　　南魚沼「愛・天地人博」　　　物産館深雪の里　
上杉戦国物語展　　　赤倉温泉（泊）

●スケジュール 食事

昼

昼

夕

朝

夕
弁

朝9/10（木） ホテル　　　川中島古戦場　　　善光寺参拝　　　羽田空港
　　　阿蘇くまもと空港　　　天草管内

追加料金（大人お一人様／2泊分）
　2名様1室利用／12,000円
　3名様1室利用／  6,000円

保護者の
皆さまへ

この企画は、団体行動を通じ大いに遊び・学び、夏休み
の楽しい思い出づくりとしてご提案いたしました。出発
から帰着まで、お子様10～15名に1人の割合で指導員
がお世話にあたりますのでご安心の上
ふるって親子でお申し込みください。

遊
び
つ
く
せ
!!

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
の

遊
び
つ
く
せ
!!

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
の（お一人様）

関越自動車道

上信越自動車道

マスコットキャラクター
かねたん

ご参加のみなさまに、ちょっぴりプレゼントご参加のみなさまに、ちょっぴりプレゼント

を差し上げますを差し上げます

★「新潟産コシヒカリ」３合
★「天地人早わかりメモ」
★「うれしいねグッズ」



問　

営
農
指
導
員
数
が
昨
年
度
よ
り

一
名
減
の
七
名
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
畜
産
関
係
の
指
導
体
制
の
充

実
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
長

期
に
亘
っ
て
指
導
員
育
成
を
し
て

ほ
し
い
。

答　

新
人
が
現
在
勉
強
中
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
畜
産
事
務
の
関
係
に
担

当
者
を
１
名
、
各
支
店
・
支
所
で

も
各
種
検
査
登
録
か
ら
せ
り
市
ま

で
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

指
導
員
の
育
成
に
は
時
間
と
経
験

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
組
合
員
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
も

さ
せ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問　

数
年
前
に
合
併
の
話
が
あ
っ
た

が
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答　

話
を
進
め
て
は
い
ま
し
た
が
条

件
が
整
わ
ず
、
現
在
は
そ
う
い
う

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

天
草
地
区
は
合
併
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

条
件
が
整
え
ば
、
ま
た
そ
う
い
う

話
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

問　

営
農
物
流
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
に

伴
い
、
農
協
に
行
っ
て
も
資
材
が

な
く
、
農
協
の
役
目
を
果
た
し
て

い
な
い
と
い
う
意
見
が
で
て
い
る

が
。

答　

営
農
物
流
セ
ン
タ
ー
稼
動
に
伴

い
、
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
る
の
は

十
分
に
承
知
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
各
民
間
店
舗
の
急
増
に
は
経

済
店
舗
の
集
約
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
太
刀
打
ち
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
、
経
済
渉
外
員
五
名
が
組
合

員
・
農
協
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物
流
セ

ン
タ
ー
も
一
袋
か
ら
で
も
配
達

し
、
即
日
配
達
を
基
本
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

問　

港
町
の
予
措
庫
を
解
体
し
て
も

出
荷
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
そ
の
後
は
何
に
使
う
予
定

で
す
か
。

答　

前
年
度
ま
で
の
数
量
を
基
に
選

果
場
裏
に
新
し
く
予
措
庫
を
つ
く

り
ま
し
た
。
そ
れ
と
五
和
の
選
果

所
で
対
応
で
き
る
と
判
断
し
ま
し

た
。
予
措
庫
も
三
十
数
年
経
ち
、

老
朽
化
し
て
も
い
ま
す
。
解
体
後

は
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
計
画

で
す
。

　

平
成
二
十
一
年
七
月
七
日
、
天
草

市
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
八
回

熊
本
県
柑
橘
研
究
大
会
が
県
下
生
産

者
六
百
名
参
加
の
下
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
、
県
果
実
連
会
長
浦
田

勝
氏
挨
拶
の
後
、
開
催
地
を
代
表
し

て
蓮
池
組
合
長
が
歓
迎
挨
拶
を
し
ま

し
た
。
午
前
の
部
で
は
、
平
成
二
十

一
年
産
生
産
対
策
及
び
販
売
方
針
に

つ
い
て
報
告
、
平
成
二
十
一
年
産
柑

橘
の
産
地
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発

表
が
行
わ
れ
、
温
州
み
か
ん
の
発
表

を
Ｊ
Ａ
た
ま
な
天
水
柑
橘
部
会
・
野

崎
真
一
副
部
会
長
よ
り
管
内
概
況
報

告
が
あ
り
、
品
種
構
成
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
、
生
産
行
動
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
発
表
と
中

晩
柑
の
産
地
取
り
組
み
を
Ｊ
Ａ
本
渡

五
和
果
樹
課
・
田
中
誠
課
長
が
本
渡

五
和
農
協
柑
橘
部
会
の
概
況
報
告
、

ポ
ン
カ
ン
・
デ
コ
ポ
ン
・
あ
ま
く
さ

晩
柑
各
品
種
の
取
り
組
み
、
時
期
別

生
産
対
策
に
つ
い
て
報
告
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、県
果
実
連
技
術
顧
問・

高
原
利
雄
先
生
に
よ
る
「
熊
本
み
か

ん
再
生
に
向
け
て
の
産
地
の
在
り
方

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を
さ
れ

ま
し
た
。
午
後
は
、
志
柿
町
八
つ
山

デ
コ
ポ
ン
ハ
ウ
ス
団
地
、
有
明
町
の

肥
の
豊
園
と
二
ヶ
所
の
現
地
研
修
を

行
い
、
各
園
地
で
の
工
夫
・
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
、
マ
ル
チ
の
実
演

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
表
年
と
い
う
こ
と
で
、

供
給
過
剰
に
よ
る
価
格
の
下
落
等
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演
の
中
で

「
経
営
改
善
に
取
り
組
み
再
生
元
年

に
し
よ
う
」
と
あ
り
ま
し
た
、
本
渡

五
和
農
協
柑
橘
部
会
の
今
年
度
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
変
革
」
が
、
生
産
者
を
含

め
関
係
団
体
に
お
い
て
も
必
要
だ
と

再
確
認
を
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

３ ２

事
業
方
針

一
．
基
本
方
針

　

昨
年
来
の
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
金

融
恐
慌
に
近
い
状
況
が
起
き
て
い
る

今
、
極
端
な
景
気
の
悪
化
、
雇
用
情

勢
の
悪
化
な
ど
、
不
況
の
波
が
こ
れ

ま
で
に
な
い
規
模
で
わ
が
国
を
覆
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
農
協

系
統
を
取
り
巻
く
環
境
も
燃
料
・
飼

料
価
格
の
高
騰
等
が
リ
ス
ク
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
し
、
さ
ら
に
担
い
手

の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
、
農
産
物

の
流
通
の
変
化
、
食
の
安
全
に
対
す

る
消
費
者
の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
大

き
な
変
化
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
は
、
状
況
打
破
に

向
け
「
Ｊ
Ａ
活
動
総
合
３
ヵ
年
計

画
」
に
基
づ
き
、
以
下
の
重
点
事
項

を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1
．
地
域
農
業
の
振
興

(1) 

「
食
の
安
全
・
安
心
」
を
確
保

す
る
た
め
「
生
産
工
程
管
理
・
記

帳
運
動（
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
）」

へ
の
取
り
組
み

(2) 

土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
高
品

質
、
低
コ
ス
ト
生
産
へ
の
取
り
組

み

(3)　

天
草
の
特
性
を
生
か
し
た
生
産・

販
売
体
制
の
確
立
へ
の
取
り
組
み

2
．
組
合
員
、
地
域
住
民
へ
の
対
応

強
化

(1) 

営
農
・
生
活
相
談
、
資
産
管
理

相
談
等
の
各
種
相
談
業
務
の
充
実

へ
の
取
り
組
み

(2) 

地
域
に
密
着
し
た
高
齢
者
福
祉

対
策
へ
の
取
り
組
み

(3) 

渉
外
活
動
の
強
化
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
組
織
再
編
に
伴
う
店

舗
や
事
務
所
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
3
．
財
務
の
健
全
化
と
経
営
の
効
率

化
(1) 

経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
「
Ｊ

Ａ
本
渡
五
和
活
動
総
合
３
ヵ
年
計

画
」
最
終
年
度
へ
の
取
り
組
み

(2) 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）
体
制
の
整
備
・
強
化
へ
の
取

り
組
み

(3) 

自
己
資
本
充
実
へ
の
取
り
組
み

(4) 

部
門
別
損
益
管
理
を
徹
底
し
、

管
理
責
任
体
制
へ
の
取
り
組
み

4
．
支
所
機
能
の
見
直
し
と
再
編
整

備
(1) 

組
合
員
の
要
望
に
対
応
で
き
る

支
店
機
能
の
見
直
し
へ
の
取
り
組

み
(2) 

物
流
体
制
の
合
理
化
・
効
率
化

の
実
現
（
営
農
物
流
セ
ン
タ
ー
の

充
実
）

　

『
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
活
動
総
合
三
カ
年
計

画
』
の
実
践
に
よ
り
安
全
・
安
心
な
農
畜

産
物
の
提
供
と
地
域
農
業
の
振
興
・
組
合

員
の
負
託
に
応
え
る
経
済
事
業
改
革
・
経

営
の
健
全
性
、
高
度
化
へ
の
取
組
み
強

化
・
人
づ
く
り
に
よ
る
協
同
活
動
の
強
化

と
地
域
の
活
性
化
に
取
組
み
ま
す
。

　

第
二
十
回
通
常
総
代
会
が
六
月
二
十
日

（
土
）、
本
店
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
代
五
百
二
十
五
人
中
、
四
百
五
十
一
人

（
委
任
状
・
書
面
議
決
書
を
含
む
）
の
総
代

が
出
席
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
、
池
田
・
船
田

両
県
議
会
議
員
、
天
草
市
市
長
安
田
公
寛

氏
、
Ｊ
Ａ
熊
本
信
連
代
表
理
事
前
鶴
理
事
長

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
多
数
の
御
臨
席
賜
り

ま
し
た
。

原
案
ど
お
り
承
認
可
決

第20回
通常総代会
第20回
通常総代会

質
問
を
さ
れ
る
総
代
さ
ん

　

総
代
会
で
は
、
次
の
第
一
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案
、

お
よ
び
附
帯
決
議
、
報
告
事
項
ま
で
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

●
第
一
号
議
案　

平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
に
つ
い
て

　

（
報
告
事
項
）
平
成
二
十
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
お
よ
び
附
属
明
細
書
の
内
容
な
ら

び
に
全
国
監
査
機
構
の
監
査
報
告
お
よ
び
監
事
の
監

査
報
告
に
つ
い
て

●
第
二
号
議
案　

平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
及
び
関

連
事
項
に
つ
い
て

●
第
三
号
議
案　

定
款
の
変
更
に
つ
い
て

●
第
四
号
議
案　

信
用
事
業
規
程
、
農
地
保
有
合
理
化

事
業
規
程
お
よ
び
役
員
退
任
給
与
金
引
当
規
程
の
改

正
に
つ
い
て

●
第
五
号
議
案　

二
十
一
年
産
米
の
計
画
生
産
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
附
帯
決
議
】

　

本
日
の
決
議
事
項
中
、
軽
微
な
事
項
の
変
更
、
修
正

お
よ
び
誤
算
、
誤
字
の
訂
正
並
び
に
法
令
、
そ
の
他
行

政
庁
の
指
示
に
よ
る
必
要
な
修
正
加
除
は
、
こ
れ
を
理

事
会
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。

【
報
告
事
項
】

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て

　

役
員
候
補
者
推
薦
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
承
認
可
決

挨
拶
を
さ
れ
る
蓮
池
組
合
長

重
点
事
項

　平成２１年６月１８日（木）、本店第３会議
室において理事会が開催され、次の議案が
審議・承認されました。
第 1 号議案

　平成２１年６月２０日（土）、本店第３会議
室において理事会が開催され、次の議案が
審議・承認されました。
第 1 号議案

　平成２１年６月２９日（月）、本店第３会議
室において理事会が開催され、次の議案が
審議・承認されました。
第 1 号議案
第 2 号議案
第 3 号議案

第 4 号議案

第 5 号議案

第 6 号議案
報 告 事 項

固定資産取得について

役員報酬について

コンプライアンス研修会
５月末実績について
金融機関借入れ枠の決定につ
いて
農協法一部改正に伴う利益相
反管理体制の整備について
賃貸契約（Ａコープ跡）につ
いて
夏季賞与支給について
基本農政確立研修会につい
て、転作助成金制度の説明会
について、ＪＡ旅行事業への
協力要請について、農政報告
会について、組合員状況、行
事予定

第
八
回 

熊
本
県
柑
橘
研
究
大
会
開
催
さ
れ
る

会場の様子

総
代
会 

質
問
及
び
回
答
書



　

女
性
大
学
入
学
式
が
六
月
二
十
四

日（
水
）、
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
本
店
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
六
十
名
が
入
学
さ

れ
ま
し
た
。
二
十
二
期
生
か
ら
女
性

大
学
と
名
前
を
変
え
、
学
習
や
実
習

を
通
し
て
自
分
を
磨
き
、
楽
し
く
学

ん
で
仲
間
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
年
五
回
開
催
し
ま
す
。

　

入
学
式
の
前
に
、
郷
土
研
究
家
の

上
中
満
（
万
五
郎
先
生
）
様
に
よ
る

「
天
草
の
昔
つ
れ
づ
れ
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
芝
居
で
は
天
草
町
大
江
の
「
お
ま

ん
が
池
」
の
悲
し
い
物
語
や
、
天
草

の
昔
の
暮
ら
し
等
、
温
か
み
の
あ
る

天
草
弁
で
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
万
五
郎
一
座
で
は
、

自
作
の
人
形
を
使
っ
て
獅
子
舞
や
天

草
ハ
イ
ヤ
、
ど
じ
ょ
う
す
く
い
な
ど

の
披
露
が
あ
り
、
楽
し
い
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
入
学
式
に
入
り
、
学
長
の

六
月
二
十
七
日（
土
）に
ア
グ
リ
キ
ッ

ズ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
田
植
え
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
心
配
し
て
い

た
雨
も
降
ら
ず
、
暑
く
も
な
く
絶
好

の
田
植
え
日
よ
り
と
な
り
ま
し
た
。

武
藤
指
導
員
の
説
明
で
、
四
十
名
の

生
徒
た
ち
は
担
任
の
先
生
た
ち
と
横

一
列
に
並
び
、
一
斉
に
田
植
え
を
開

始
。
慣
れ
な
い
作
業
で
し
た
が
、
約

二
ア
ー
ル
に
も
ち
苗
を
植
え
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ち
ゃ
ぐ
り
ん
の
時
間

で
昔
は
ど
の
よ
う
に
お
米
が
作
ら
れ

て
い
た
か
を
ク
イ
ズ
等
を
交
え
て
楽

し
そ
う
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
は
、
八
月
二
十
二
日

（
土
）に
予
定
し
て
お
り
、
三
角
で
食

と
農
体
験
塾
に
参
加
し
ま
す
。

蓮
池
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、
天
草
市

長
の
安
田
公
寛
様
よ
り
来
賓
の
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て
の

人
が
半
分
ほ
ど
お
ら
れ
、
そ
の
中
に

は
天
草
に
越
し
て
来
ら
れ
て
間
も
な

い
人
が
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
女
性
大
学
を
と
お
し
て
、
天
草

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ

ん
の
友
達
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
学
習
・
実
習
内
容
は
、

八
月
が
「
健
康
教
室
」、
十
月
「
視

察
研
修
」、
十
二
月
「
染
物
体
験
・

花
の
寄
せ
植
え
」、
二
月
「
卒
業

式
・
味
の
交
換
会
」
を
行
い
ま
す
。

　ポジティブリスト制度が施行されています。
　農薬散布時には、近くの方へ散布連絡の一声をかけ
ましょう！
【早期水稲】
水管理
　穂が出揃ってからは、根を健全にするため間断か
ん水を徹底しましょう。早めに水を落としますと粒
張り不足や胴割れしたりして、１等米にならない場
合があります。排水路や排水溝を点検し、落水期は
刈取りの５日前まで延長しましょう。
　間断かん水とは「２日間はかん水、３日間は落
水」状態です。台風が接近する場合、風が強くなる
前に深水にしましょう。

・適期刈取り（本年は平年並みとなります）
　1穂の籾のうち、８５％ぐらい熟れたころが適期です。

・架干し（水分は１５％を目標）
　　３～４日間を厳守してください。長くなると胴割
　米が多くなります。
【普通期水稲】
・水管理
　中干し（７月３１日まで）後は、間断かん水を行う。
・穂　肥
　　穂数の増加、実入りをよくするため有機苦土入  
　０３８号を１０ａ当たり２０㎏施用。ヒノヒカリで８月
　５日頃です。
・病害虫防除
　・コブノメイガ、ウンカ、いもち、白葉枯…パダン
　　オリゼメート粒１０ａ当り４㎏、８月上旬散布。
　・カメ虫（斑点米）ウンカ防除…畦畔雑草、水田周
　　辺雑草を除去し、耕種的防除を行ってください。
　　キラップ粉ＤＬ（穂揃期）
　　トレボンスター粉ＤＬ（乳熟期）

　秋冬野菜面積推進取りまとめ中です。
　冬レタス、玉ねぎ、秋インゲン、春バレイショ、ス
ナップエンドウ、水菜、タカナ、取りまとめします。
指導員とご相談の上、面積拡大を図ってください。
・オクラ…出荷規格（９．５～１２㎝）を厳守してください。
　・病害虫防除（収穫前日まで）
　　スス病…トップジンＭ水和１，０００倍　前日３回
　　　　　　ロブラール水和２，０００倍　前日３回
　　アブラムシ…モスピラン水溶４，０００倍　前日３回
　　オオタバコガ…コテツフロアブル２，０００倍
　　　　　　　　　前日２回
　・切返し（７月下旬頃）
　株が大きくなり収穫が困難な場合、十分に追肥
を行い樹勢をつけて、地上５０～６０㎝の所から主
枝を剪定して、充実した側枝を２～３本伸ばす。

・シシトウ
　・台風対策
　圃場の周りに防風ネットを設置し、排水溝を整
備し、支柱や杭にしっかり固定する。

　・病害虫防除（収穫前日まで）
　　スリップス、アブラムシ
　　　…モスピラン水溶８，０００倍　７日前２回
　　斑点細菌病…Ｚボルドー５００倍
　　アオムシ、コナガ、ヨトウムシ、オオタバコガ
　　　…アタブロン乳１，０００倍

空 胎 防 除　８月１９日㈬（五和町地区）
肉牛せり市　８月２８日㈮

【平成２１年水田転作現地確認について】
　次の日程で水田転作の現地確認を実施しますので、
該当農家の方は確認日前までに作業をお済ませくださ
い。確認を行いますので立礼は前日までにお願いしま
す。７月２４日～７月３０日まで確認されます。

【８月の水田農業関連情報】
（天草農業活性化協議会作物部会より）
　早期水稲では、まもなく収穫の時期を迎えます。適
期収穫と適正な乾燥・調製で品質の向上を図りましょ
う。
○収穫・乾燥・調製の留意点
(1)収穫　コンバインの刈り取り作業は、露が無く
なった頃から始めるのが効率よく、傷籾や穂切れ
等の発生が少なくなります。また、収穫した籾を
長時間放置していると品質が低下するので、速や
かに乾燥しましょう。
(2)乾燥・調製　高温による急激な乾燥は胴割れ米
を発生させ、品質・食味を低下させる原因になり
ます。乾燥は適正な温度（穀温４０℃以下）で行
い、仕上がり玄米水分は１５．０％を目標とします。
籾摺りは乾燥後、穀温が高い状態で行うと肌ずれ
米が発生しやすくなるので、十分放冷し穀温を下
げてから行いましょう。また、調製は入念に行い
１等米に仕上げましょう。

作　　　物 野　　　菜

畜　　　産
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　早期水稲で使用中ですが、音量や使用
時間帯についてはご配慮をお願いします。

鳥おどし爆音機について

遅刈り 早刈り

7/10

水　管　理　表

深水
間断かん水

穂ばらみ期 出穂期 乳熟期 刈取り

胴
割
米
・
茶
米
が
多

く
米
質
が
悪
く
な
り
、

食
味
が
低
下
す
る
。

青
米
・
未
熟
米
が

多
く
な
り
ま
す
。

収量が多く、
米に光沢があ
り形質・食味
がよくなる。

適
期
刈
り

５ ４

第
二
十
二
期
生 

女
性
大
学
入
学
式

ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル

田
植
え
を
体
験

　職員採用試験を実施いたします。
■試験実施日　平成２１年９月１６日（水）
■受 験 資 格　高校・短大・大学を卒業の者ま
たは平成２２年３月卒業見込の者等
■申込み締切　平成２１年９月８日（火）午後５
時まで必着
■そ　の　他　受験希望者は、履歴書を総務課
までご提出ください（郵送可）。
　応募者には、別途採用試験実施要領・受験票
を送付いたします。
　平成22年3月卒業見込の高校生は、学校から
の推薦状が必要となります。
■お問い合せ先
　ＪＡ本渡五和　総務課（担当：森下）
　☎（０９６９）２３－２２３１

職員採用試験の
お知らせ

田植えのようす

講
師
の
説
明
を
聞
く
子
供
た
ち



　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国
民
が

豊
か
で
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
活
動
の
財
源
と
し

て
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

身
近
な
例
と
し
て
、
教
育
に
つ
い
て
見
て

み
ま
す
と
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
負
担
し

た
公
立
学
校
の
児
童
・
生
徒
一
人
当
た
り
の

年
間
教
育
費
（
平
成
十
八
年
度
）
は
、
小
学

生
八
十
三
万
三
千
円
、
中
学
生

九
十
五
万
二
千
円
、
高
校
生

（
全
日
制
）
九
十
三
万
二
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅

や
道
路
の
整
備
、
安
全
の
確
保

に
欠
か
せ
な
い
警
察
・
消
防
な

ど
の
活
動
に
も
い
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
私
た

ち
に
と
っ
て
、
共
同
生
活
を
維

持
す
る
い
わ
ば
「
会
費
」
で
あ

り
、
正
し
い
申
告
と
納
税
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
税

金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
記
載

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
最
寄

り
の
税
務
署
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

全
国
の
税
務
署
で
は
、
平
成

二
十
一
年
七
月
十
日
か
ら
受
付

窓
口
の
一
本
化
（
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
納
税
者
の
皆
様
が
税
務
署
へ
お
越
し
に

な
ら
れ
た
時
は
、
ご
用
件
の
内
容
に
応
じ
て

総
務
課
、
管
理
･
徴
収
部
門
、
個
人
課
税
部

門
、
資
産
課
税
部
門
、
法
人
課
税
部
門
等
の

そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
各
種
の
申
告
書
、
申
請
書
等

の
提
出
、
各
種
用
紙
の
交
付
請
求
、
納
税
証

明
書
の
請
求
お
よ
び
受
領
、
国
税
の
納
付
、

国
税
に
係
る
制
度
や
手
続
に
関
す
る
一
般
的

な
ご
相
談
な
ど
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
窓
口

「
管
理
運
営
・
徴
収
部
門
」
で
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
に

つ
い
て
は
、
熊
本
国
税
局
の
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
（
税
務
署
に
電
話
さ
れ
た
際
に
音
声
で

案
内
し
ま
す
の
で
、
「
1
」
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
）
で
受
け
付
け
て
お
り
、
具
体
的
な

書
類
の
確
認
な
ど
が
必
要
と
な
る
個
別
的
な

ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご
予
約
い
た

だ
い
た
上
で
税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い

天
草
税
務
署

（
電
話
〇
九
六
九
―
二
二
―
二
五
一
〇
）

※
自
動
音
声
案
内

６７

プリエールの会プリエールの会プリエールの会 会員
募集

JA
葬祭

ご加入の手続きは簡単です

一回限りの入会で
「安心」と「信頼」がお求めになれます

入会希望のお客様は、所定の入会申込書を提出され
ますと会員カードを発行いたします。

斎場葬儀・自宅葬儀いずれの場合も祭壇の価格割引
をいたします。さらに生花・花環・蓮花・灯籠の価
格割引きをいたします。

「会員の特典」の範囲は、会員カードに登録された
会員本人、または二親等以内の親族といたします。

会員のご加入は各支店、支所、または葬祭センターでよろしくお願いします。

会員には、次のような特典があります

※プリエールとはフランス語で「いのり」といいます。

（いのり）

江崎石油
ＧＳ

丸善興産
ＧＳ
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プリエールほんど

選果所■斎場案内図
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～ご存じですか、税のゆくえ～
身近な財政支出（国と地方公共団体の負担額の合計額）

●公立学校の児童・生徒
　１人当たりの年間教育
　費負担額（平成18年度）

・小学生　　　　833,000円
・中学生　　　　952,000円
・高校生（全日制）932,000円

●私たちの生活や安全を
　守るための警察・消防費
　（平成19年度）

・５兆1,943億円
※国民１人当たり
　では約40,700円

●市町村のゴミ処理費用
　（平成19年度）
・２兆1,305億円
※国民１人当たりでは
　約16,600円

●国民医療費の公費負担額
　（平成18年度）
・12兆1,274億円
※国民１人当たり
　では約94,900円
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